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全
３
回
配
本 

全
８
巻

関西における戦争孤児の実情を伝える稀有な史料「東光学園史料」を
中心に、大阪で児童救済につとめた大阪水上隣保館、京都の八瀬
学園などの終戦直後の史料を集成、復刻！

『戦争孤児関係資料集成第Ⅰ期：愛児の家史料』と併せて、戦後 
社会が消し去ってきた戦争孤児の実態をいま、問い直す重要史料群。

戦
禍
が

子
ど
も
た
ち
に
残
す
も
の
─
─

関西編
東光学園史料ほか

全 3 回配本❖全 8 巻❖各配本解説附　
体裁❖B5 判・上製・布クロス装・総約 2600 頁
協力❖社会福祉法人 東光学園・社会福祉法人 大阪水上隣保館

本
庄 

豊 

玉
村
久
二
彦 

平
井
美
津
子

─
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史
研
究
会
代
表	

─
京
都
女
子
大
学
発
達
教
育
学
部
教
授	

─
大
阪
大
学
・
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師

山
田 

朗 

小
野
川
文
子

─
明
治
大
学
文
学
部
教
授	

─
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

◀写真：朝日新聞社から寄贈された
ヤギに対面。その乳は貴重な栄養源
であると同時に、子どもたちのよい
遊び相手でもあった（1950 年代、
東光学園蔵）。
▼資料：「孤児になった原因」は1948
年時点で、圧倒的に「戦災による」
ものだった。

（「収容児童名簿」『報告書綴 自昭和
二十三年四月至昭和二十四年度』第
５巻収録）。

戦争孤児
関係資料集成 第Ⅱ期

不二出版 編
集・解
説

推
薦 戦争孤児関係資料集成	第Ⅰ期

愛児の家史料	全５巻・全２回配本

「終戦からが地獄の日々のはじまり」ともいわれた、戦争孤児た
ちの過酷な状況を克明に伝える、はじめての本格的な史料集成！　

「ママさん」とよばれた石綿貞代がはじめた「愛児の家」の、終
戦直後からの膨大な史料。とくに「退所児童措置指導記録簿」
には、児童の来歴、家族構成、孤児になる経緯、その後の成長
までを詳述。戦争孤児研究のため、ほかに類をみない充実の史料
群。続刊、『愛児の家	写真史料』も刊行予定！

【編集・解説】 浅井 春夫（立教大学名誉教授）・艮 香織（宇都宮大学准教授）
 酒本 知美（日本社会事業大学専任講師）

【推 　 薦】 大友 昌子（前社会事業史学会会長） ・本庄 豊
【協　  力】 社会福祉法人愛児の家
【揃 定 価】 115,500 円（揃本体 105,000 円＋税 10％）
【体 　 裁】 Ｂ 5 判・上製・布クロス装・総約 2000 頁

第１回配本
第１－３巻（全３巻） 約 1200 頁 定価 69,300 円

（本体 63,000 円＋税 10％）
978-4-8350-
8372-8 2020 年 11 月刊

第２回配本
第４・５巻（全２巻） 約 700 頁 定価 46,200 円

（本体 42,000 円＋税 10％）
978-4-8350-
8376-6 2021 年 2 月刊

別巻１：『写真史料　愛児の家』 予価 35,200 円
（本体 32,000 円＋税 10％） 2023 年 1 月刊行予定

編
集
・
解
説
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本
庄 
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戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史
研
究
会
代
表
）・
玉
村 

久
二
彦（
京
都
女
子
大
学
発
達
教
育
学
部
教
授
）
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津
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大
阪
大
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税
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※
本
集
成
の
構
成
・
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

お
薦
め
先
❖ 

戦
争
史
、戦
後
史
、社
会
史
、社
会
事
業
史
、子
ど
も
学
、児
童
養
護
、等
の
研
究
者
。大
学
図
書
館
・
専
門
図
書
館
な
ど

関
西
編 

東
光
学
園
史
料
ほ
か

戦
争
孤
児 

好評既刊書!

〈復刻版〉万寿果	全４巻【解説・総目次・索引附】
1930年代、日本のハンセン病政策の進展と、あたかも歩調を合
わせるかのように生まれたハンセン病文学。北條民雄、明石海人、
志樹逸馬はじめ多くの文学作品が生み出された時代、植民地台湾
の楽生院においても、大きく花開いた文学への想い。本誌『万寿
果』には、日本人・台湾人を問わず、ハンセン病という病に向き
合うことを余儀なくされた人びとの叫びが記されている。長島愛
生園の『復刻版	愛生〈戦前編〉』全15巻・別冊１と併せ、あら
ためてそこに生きた人びと、そこで生まれた作品に目を向けたい。

【解　説】 星名 宏修（一橋大学教授）
【推　薦】  木村 哲也（国立ハンセン病資料館学芸員）   

田中 キャサリン（兵庫県立大学准教授）
【協　力】 国立ハンセン病療養所長島愛生園・国立台湾図書館
【揃定価】  83,600 円　（揃本体 76,000 円＋税 10％）   

ISBN978-4-8350-8543-2
【体　裁】 A ５判・上製・布クロス装・総約 1,600 頁
【底　本】  『萬壽果』皇太后陛下御仁慈感激記念号－第 10 巻第 2 号 

（1935 年 4 月─ 44 年 1 月、楽生院慰安会 発行） 
※未確認の欠号有。

配本 巻数 収録史料名（表紙記載事項による） 記述年

第 1 回
第 1 巻 退所児童措置指導記録簿 〔1〕

1945 〜第 2 巻 退所児童措置指導記録簿 〔2〕
第 3 巻 退所児童措置指導記録簿 〔3〕

第 2 回

第 4 巻

児童名簿 1947 〜
育成記録 〔1〕 1954 〜
育成記録 〔2〕 1954 〜
育成記録　自昭和二十九年七月 1954 〜
昭和二十四年以降　里子関係書綴　中児関係書綴（受） 1949 〜

第 5 巻

役員職員名簿　昭和二十年十一月一日起（2） 1945-1950
来訪者 慰問団 名簿　自昭和二十二年七月起 1947-1954
金銭（物品）寄附控帳　自昭和二十五年度 1950-1958
社会福祉法人関係書類綴 ( 正本）自昭和二十七年 1952-1953
収益事業関係書類 1947-1953
CCF 及びバットセンター書類及び控綴 1957
卒業者感想文綴 1952-1975
海外在留者 外国人 在日外国人 書簡綴　弐拾六年度 1951
書簡綴　昭和二十五年 1950
書簡綴　昭和三十一年度 1956

関
係
資
料
集
成 

第
Ⅱ
期



①

④

⑤ ②③

　

不
二
出
版
で
は
す
で
に
、『
戦
争
孤
児
関
係
資
料
集
成
第
Ⅰ
期  

愛
児
の
家
史
料
』
全
２
回
配
本・全
５
巻
（
浅
井
春
夫
ほ
か
編
）
と
し
て
、

首
都
・
東
京
に
お
け
る
戦
争
孤
児
の
実
情
を
伝
え
る
「
愛
児
の
家
」
の
史
料
を
刊
行
し
た
。
だ
が
、
大
陸
か
ら
の
多
く
の
引
揚
者
を
擁
し

た
関
西
、
こ
と
に
大
阪
の
実
態
を
伝
え
る
一
次
史
料
の
欠
落
は
、
否
む
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
た
び
、
東
光
学
園
に
現
存
す
る
終
戦
直
後
の
貴
重
な
文
書
が
確
認
さ
れ
た
。
本
集
成
は
、
戦
後
の
実
情
を
生
々
し
く
伝
え

る
児
童
記
録
、
行
政
文
書
、
教
育
研
究
録
、
学
園
紙
『
東
光
新
聞
』、
ま
た
終
戦
直
後
か
ら
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
写
真
、
さ
ら
に
大
阪
水
上

隣
保
館
、
八
瀬
学
園
の
資
料
、『
収
容
保
護
事
業
十
年
の
歩
み
』（
梅
田
厚
生
館
、
一
九
五
五
年
）
も
併
せ
て
復
刻
す
る
。「
戦
争
孤
児
た
ち

の
戦
後
史
研
究
会
」
を
通
じ
て
、
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
戦
争
・
戦
後
体
験
を
伝
え
て
き
た
本
庄
豊
ら
の
編
集
・
解
説
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
る
本

史
料
か
ら
は
、
回
想
や
伝
聞
に
は
な
い
戦
争
孤
児
の
「
肉
声
」
を
聴
き
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

─
─
不
二
出
版
編
集
部

　
こ
の
た
び
不
二
出
版
に
東
光
学
園
史
料
の
復
刻
を
お
願
い
し
、『
戦
争
孤
児
関
係

資
料
集
成
第
Ⅱ
期	

関
西
編	

東
光
学
園
史
料
ほ
か
』	

を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
出
版

で
き
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
光
学
園
は
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
四
月
一
日
に
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
二
月
、
日
本
伝
道
隊
（Japan	Evangelistic	

Band

）の
招
聘
に
よ
り
、英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
宣
教
師
ジ
ョ
ー
ジ・デ
ン
プ
シ
ー

師
（G

eorge	D
em

psie,	1883-1960

）
が
来
日
、
か
ね
て
よ
り
関
心
を
も
た

れ
て
い
た
日
本
婦
人
の
窮
状
を
知
り
、帰
国
後
、婦
人
救
済
活
動
事
業
、ジ
ャ
パ
ン・

レ
ス
キ
ュ
ー
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（Japan	Rescue	M

ission,	

Ｊ
Ｒ
Ｍ
と
略
）
を
設

立
し
た
こ
と
が
、
本
東
光
学
園
の
源
と
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
道
の
り
は
ま
さ
に
厳
し
く
、「
波
乱
万
丈
」
の
年
月
で
し
た
。
具

体
的
な
事
業
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
デ
ン
プ
シ
ー
師
が
再
来
日
し
、
大

阪
市
天
王
寺
を
皮
切
り
に
東
京
府
大
久
保
で
、「
困
窮
し
た
婦
女
子
の
自
立
更
生
」

の
た
め
の
Ｊ
Ｒ
Ｍ
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
関

東
大
震
災
に
よ
り
建
物
は
全
壊
、
多
く
の
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
被
害
に
巻
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
翌
年
、
仙
台
市
に
移
転
、
キ
リ
ス
ト
教
育
児
院
の
土
地

の
一
部
を
譲
り
受
け
、「
救
愛
館
」
と
し
て
活
動
（
三
六
年
、
廃
止
）。
収
容
人
数

が
膨
れ
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
収
容
施
設
と
し
て
、
二
九
（
昭
和
四
）
年
、

同
市
内
に
「
ベ
ラ
カ
女
児
園
」
を
開
設
（
四
一
年
、
閉
鎖
）
し
ま
し
た
。

　
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
、
大
阪
市
中
之
島
に
「
婦
人
救
済
相
談
所
」
を

開
設
、
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
現
在
地
に
土
地
を
獲
得
、「
慈
愛
館
」
の
開
設
に
至

り
ま
し
た
。
そ
し
て
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
、
国
際
情
勢
の
急
変
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
Ｍ
は

解
散
、翌
年
、名
称
を
財
団
法
人
東
光
学
園
と
改
め
、初
代
園
長
に
木
川
田
正
毅
（
き

か
わ
だ
・
し
ょ
う
き
、
一
九
〇
九-

一
九
九
〇
）
が
就
任
。
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
、

国
際
情
勢
の
悪
化
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
、
英
国
本
部
か
ら
の
送
金
も
途
絶
え
ま
す
。

加
え
て
日
本
軍
部
の
圧
力
で
施
設
は
接
収
、
日
本
婦
人
錬
成
道
場
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
敵
国
の
宗
教
と
さ
れ
、
デ
ン
プ
シ
ー

師
ら
は
傷
心
の
想
い
で
帰
国
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
礼
拝
堂
は
倉
庫

と
な
り
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
十
字
架
は
取
り
外
さ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
の
中
央
に
は
土

塔（
村
名
）の
祠
が
祀
ら
れ
ま
し
た
。五
〇
余
名
の
乳
幼
児
を
抱
え
る
利
用
者
の
方
々

と
と
も
に
、
職
員
た
ち
も
、
大
阪
市
立
弘
済
院
と
博
愛
社
に
引
き
取
ら
れ
事
業
は

中
止
、
苦
難
の
道
の
り
が
続
き
ま
し
た
。
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
敗
戦
の
後
、

大
阪
市
杉
本
町
に
駐
屯
し
て
い
た
進
駐
軍
の
牧
師
、ヨ
セ
フ・ケ
ラ
ー
マ
ン（Joseph	

Kellerm
ann

）
師
の
ご
尽
力
に
よ
り
、東
光
学
園
は
無
条
件
で
返
還
、戦
争
孤
児
、

生
活
困
窮
児
、
国
際
児
ら
の
施
設
と
な
り
、
本
法
人
の
社
会
福
祉
事
業
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
東
光
学
園
は
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

戦
前
、
生
み
の
親
で
あ
る
デ
ン
プ
シ
ー
師
は
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
Ｍ
と

い
う
名
称
も
変
更
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
ル
ー
ツ
を
示
す
創
生
期
の
文
書
も
焼
却
さ

れ
、「
東
光
学
園
」
と
い
う
名
称
の
由
来
も
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
東
光
学

園
そ
の
も
の
も
、
あ
る
意
味
、
戦
争
孤
児
ら
の
境
遇
と
似
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
名
称
も
、
新
約
聖
書
（「
マ
タ
イ
福
音
書
」２-

１
）
の
「
東
方
の
博
士

た
ち
」
に
拠
る
の
か
、
木
川
田
正
毅
師
の
出
身
地
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
Ｍ
の
活
動
拠
点

で
も
あ
っ
た
東
北
の
仙
台
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
デ
ン
プ
シ
ー
師
の
故
郷
、
英

国
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
日
本
か
ら
は
東
方
に
あ
た
る
た
め
か
な
ど
と
推
察
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
根
拠
と
な
る
文
章
（
記
録
）
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　
今
回
の
復
刻
に
よ
っ
て
、
多
く
の
方
々
が
親
を
失
っ
た
戦
争
孤
児
ら
の
実
情
に

触
れ
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
や
職
員
が
そ
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
い
て
き

た
の
か
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
目
に
映
っ
た
社
会
、
大
人
の
姿
を
ど
う
み
て
、
何
を

感
じ
た
か
を
読
み
取
り
、
ご
自
身
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

（
わ
た
な
べ
・
じ
ゅ
ん　
社
会
福
祉
法
人
東
光
学
園
理
事
長
）

本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
「
戦
争
孤
児
」
研
究

　
「
戦
争
孤
児
」
は
、二
一
世
紀
に
な
っ
て
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
歴
史
研
究
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。

　

敗
戦
か
ら
二
年
あ
ま
り
後
、
沖
縄
県
を
除
く
日
本
の
孤
児
総
数
は
一
二
万	

三
五
一
二
人
と
さ
れ
、
う
ち
一
万
二
二
〇
二
人
が
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
た
（
厚
生

省
「
全
国
孤
児
一
斉
調
査
」
一
九
四
八
年
二
月
一
日
実
施
）。
日
本
で
は
学
童
疎
開

に
よ
る
親
と
の
分
離
が
、
都
市
空
襲
や
原
爆
投
下
と
相
ま
っ
て
、
孤
児
を
つ
く
り

出
す
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
戦
争
は
膨
大
な
「
失
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
」
を
生
み

出
す
。
旧
満
洲
で
は
、全
人
口
に
占
め
る
子
ど
も
の
割
合
が
過
半
数
だ
っ
た
こ
と
は
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
生
き
残
っ
た
旧
満
洲
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
残

留
孤
児
」
や
「
引
揚
げ
孤
児
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

近
年
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
証
言
が
得
に
く
く
な
っ
た
こ
と
で
、

元
「
戦
争
孤
児
」
の
方
々
の
証
言
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
戦
争
孤
児
た

ち
の
戦
後
史
研
究
会
」
の
発
足
も
あ
り
、「
戦
争
孤
児
」
を
取
り
上
げ
る
メ
デ
ィ
ア

が
増
え
、
彼
ら
彼
女
ら
の
証
言
の
裏
づ
け
と
な
る
史
料
発
掘
が
必
要
と
な
っ
て
い

く
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
証
言
に
応
じ
て
く
れ
る
「
証
人
」
の
方
々
は
ひ
と
握
り
で

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
方
々
が
、
日
記
や
写
真
な
ど
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て

ま
れ
で
あ
る
。

　

私
た
ち
「
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史
研
究
会
」
は
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
）

一
一
月
に
発
足
、
浅
井
春
夫
、
川
満
彰
、
平
井
美
津
子
、
水
野
喜
代
志
、
本
庄
の

五
人
を
代
表
運
営
委
員
と
し
て
『
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史
』
全
３
巻
（
二
〇
二
〇

-

二
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
を
刊
行
し
た
。
同
書
の
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
に
は
、「
戦

争
の
反
省
は
戦
後
政
治
史
の
な
か
で
ま
と
も
な
総
括
が
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
時
期
に
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史
に
光
を
当

て
て
、
歴
史
を
つ
な
ぎ
、
歴
史
を
つ
く
る
研
究
運
動
を
、
仲
間
た
ち
と
す
す
め
た
い
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
思
い
は
、
浅
井
春
夫
・
艮
香
織
・
酒
本
知
美
の
編
集
・

解
説
に
よ
る
『
戦
争
孤
児
関
係
資
料
集
成
第
Ⅰ
期	

愛
児
の
家
史
料
』（
不
二
出
版
）、

そ
し
て
本
集
成
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。

当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
示
す
史
料
発
掘

　
新
聞
や
雑
誌
、
児
童
養
護
施
設
の
『
三
〇
周
年
記
念
誌
」『
五
〇
周
年
記
念
誌
」

な
ど
の
二
次
史
料
と
「
戦
争
孤
児
」
た
ち
の
証
言
に
は
齟
齬
が
み
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
示
す
一
次
史
料
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
多
く
は
、
記
念
誌
刊
行
時
や
施
設
の
建
て
替
え
時
に
破
棄
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
私
が
研
究
し
た
京
都
の
一
時
保
護
施
設
・
京
都
府
立
伏
見
寮
や
孤
児
収

容
施
設
で
あ
っ
た
積
慶
園
に
は
貴
重
な
一
次
史
料
が
あ
っ
た
が
、
量
的
に
は
あ
ま
り

に
少
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
体
像
は
描
け
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
東

光
学
園
に
お
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
一
次
史
料
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

証
言
を
補
完
す
る
意
味
で
の
資
料
し
か
手
元
に
な
か
っ
た
が
、
証
言
が
な
く
と
も
、

史
料
そ
の
も
の
に
歴
史
を
語
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
私
を
含
む
歴
史
研
究
者
の
多
く
は
、
高
等
教
育
機
関
で
教
え
る
教
育
者
で
も
あ

る
。
学
校
現
場
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
取
り
上
げ
る
時
、「
戦
争
孤
児
」
を
教

材
と
し
て
同
世
代
の
少
年
・
少
女
や
若
者
の
戦
争
犠
牲
を
扱
う
こ
と
は
、
生
徒
・

学
生
た
ち
に
当
事
者
性
を
呼
び
起
こ
し
、
よ
り
深
い
歴
史
理
解
、
平
和
認
識
へ
と

導
か
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
社
会
福
祉
研
究
者
も
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
や
障

が
い
児
施
設
の
歴
史
を
調
べ
る
な
か
で
、
そ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
孤
児
院
の
存
在
に

行
き
あ
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
充
実
し
た
一
次
史
料
が
求
め
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
。

東
光
学
園
の
一
次
史
料
は
な
ぜ
残
さ
れ
た
の
か

　
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
九
月
、
東
光
学
園
で
「
戦
争
孤
児
」
関
係
の
一
次
史
料

を
み
た
と
き
、
膝
が
震
え
た
の
を
思
い
出
す
。
段
ボ
ー
ル
箱
百
箱
は
あ
ろ
う
か
。

戦
前
戦
後
の
史
料
群
が
私
の
眼
前
に
あ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
同
年
七
月
、「
戦
争
孤

児
」
の
番
組
制
作
の
た
め
に
読
売
テ
レ
ビ
が
東
光
学
園
を
取
材
、
そ
の
際
に
担
当

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
助
言
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
放
送

を
み
て
、
私
の
目
は
釘
づ
け
に
な
っ
た
の
だ
。
た
っ
た
一
つ
で
は
あ
る
が
、
敗
戦
直

後
の
孤
児
に
関
す
る
史
料
が
大
き
く
映
し
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。「
こ
れ
は
す
ご

い
史
料
だ
」
と
直
感
し
た
。
そ
の
後
、
東
光
学
園
史
料
室
の
友
井
秀
一
さ
ん
を
紹

介
さ
れ
、
東
光
学
園
に
眠
る
戦
争
孤
児
関
係
の
膨
大
な
史
料
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
東
光
学
園
の
史
料
は
な
ぜ
残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
光
学
園
の
初
代

園
長
・
木
川
田
正
毅
（
き
か
わ
だ
・
し
ょ
う
き
、
一
九
〇
九-
一
九
九
〇
）
は
こ
う

記
し
て
い
る
。「
記
録
は
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
養
護
の
仕
事
を
展
開
す
る
た
め

に
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
記
録
は
施
設
が
も
つ
社
会
的
役
割
を
展

開
す
る
た
め
に
、非
常
に
大
切
な
目
的
が
あ
る
」。
そ
し
て
そ
の
理
由
の
第
一
に
、「
児

童
へ
の
よ
い
奉
仕
が
で
き
る
」
点
を
挙
げ
て
い
る
。
注
意
深
く
作
成
さ
れ
た
こ
れ

ら
の
記
録
こ
そ
は
、「
施
設
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
宝
物
の
一
つ
」
で
あ
る
と
。
東

光
学
園
の
貴
重
な
史
料
は
、
た
だ
漫
然
と
残
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
木
川
田
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
強
い
想
い
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
歴
史
は
多
角
的
に
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
集
成
に
収
録
し
た
東
光
学
園
を

は
じ
め
と
す
る
史
料
は
、
戦
争
孤
児
が
生
ま
れ
た
実
情
を
よ
り
正
確
に
理
解
す
る

た
め
の
重
要
な
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
集
成
に
は
ま
た
、
多
く
言
及
さ
れ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
水
上
隣
保
館
の
年
史
、
ま
た
八
瀬
学
園
創
立
当
初
の
要
覧
な
ど
も

収
録
し
た
。
こ
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
戦
争
孤
児
と
い
う
も
の
の
よ
り
深
い
理
解
、
そ

し
て
新
し
い
歴
史
学
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

	

（
ほ
ん
じ
ょ
う
・
ゆ
た
か　
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史
研
究
会
代
表
運
営
委
員
）

東光学園と戦争孤児
1918（大正7）年、日本伝道隊（Japan	Evangelistic	
Band）に招かれたジョージ・デンプシー（George	
Dempsie,	1883-1960）が開始した婦人救済活動を
淵源とし、41（昭和16）年、木川田正毅（きかわだ		
しょうき、1909-1990）を園長とした「東光学園」	
（大阪府堺市）が発足した。戦中は大日本婦人会の錬
成道場として接収されるが、46（昭和21）年 3月に
再開、孤児救済活動にあたった。日本聖公会に属し、
聖ルカ教会を併設する。54（昭和29）年７月時点で
の収容児童数は295名にのぼったという。

①：英文による東光学園パンフレットの一部（1955 年？）。
戦争孤児救済への尽力を伝え、海外からの援助を訴える内
容。②③④：「園児図画作品」「性格並技能判定資料図画作
品」（1948 年）。本集成にはその一部を口絵に収録。⑤園
内で刊行されていた「東光新聞（とうこう）」。本集成には
現存する 1950 年から 64 年までを収めた。

本
庄 

豊
　
膨
大
な
一
次
史
料
は
な
ぜ
東
光
学
園
に
残
さ
れ
た
の
か	

〜
刊
行
に
あ
た
っ
て
〜

渡
邉 

純
　「
東
光
学
園
史
料
」
復
刻
に
あ
た
っ
て

本集成の特色



配
本
施
設
名
な
ど
巻
数

タ
イ
ト
ル

作
成
年

１

東光学園

１

昭
和
二
十
七
年	

児
童
保
護
名
帳

１
９
５
２

昭
和
二
十
八
年
度	

児
童
保
護
名
帳
（
Ｎ
ｏ
１
）
女

１
９
５
３

２

昭
和
二
十
八
年
度	

児
童
保
護
名
帳
（
Ｎ
ｏ
２
）
男

１
９
５
３

児
童
記
録
（
ケ
ー
ス
）
綴

１
９
５
３

昭
和
二
十
九
年
度	

男
子	

保
護
台
帳
綴

１
９
５
４

２

３

昭
和
二
十
九
年
度	

女
子	

保
護
台
帳
綴

１
９
５
４

昭
和
三
十
年
度	

児
童
観
察
簿	

１
９
５
５

三
十
一
年
度	

児
童
保
護
台
帳	

１
９
５
６

４

昭
和
二
十
三
年
五
月	

性
格
並
技
能
判
定
資
料	

図
画
作
品
（
堺
市
立
東

百
舌
鳥
小
学
校
分
校
）【
抜
粋
】

１
９
４
８

園
児
図
画
作
品
【
抜
粋
】

︱

昭
和
三
二
年
度	

ケ
ー
ス
記
録	

女
子	

盲
３	

１
９
５
７

家
庭
日
誌	

昭
和
二
十
四
年
四
月

１
９
４
９

収
容
者
転
入
転
出
控
簿	

自
昭
和
二
五
年
一
月
一
日
至
昭
和
二
六
年
二

月
二
八
日

１
９
５
１

５

昭
和
二
十
三
年
十
月	

ラ
・
ラ
関
係
通
牒	

１
９
４
８

報
告
書
綴	

自
昭
和
二
十
三
年
四
月
至
昭
和
二
十
四
年
度

１
９
４
８

孤
児
浮
浪
児
教
育
研
究
録	

堺
市
立
東
百
舌
鳥
小
学
校
分
校	

１
９
４
８

３

６

参
考
（
様
式
其
他
）／
事
務
費
関
係
綴
一
九
五
一-

一
九
五
二	

ほ
か

１
９
５
１

昭
和
二
十
九
年
度	

報
告
書

１
９
５
４

Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
「
春
を
待
つ
孤
児
達
」
台
本　

１
９
４
９

昭
和
二
十
五
年	

放
送
日
誌

１
９
５
０

戦
争
孤
児
の
た
め
の
文
書
等
／the	story	w

ith	an	heat,	am
eri-

can	joint	com
m
ittee	for	associating	Japanese	A

m
eri-

can	orphans,	and	letters

１
９
５
５

東
光
学
園
案
内
／
東
光
学
園
あ
ん
な
い
／
東
光
学
園
英
文
パ
ン
フ

︱

山
ば
と
の
子
ら	

特
別
学
級
の
経
営
五
ケ
年
を
顧
み
て
（
門
永
庄
一
郎
）

１
９
５
６

７

東
光
新
聞
（
と
う
こ
う
）

１
９
５
０-

６
４

東
光
学
園
行
事
予
定
綴
（
昭
和
三
一	- 

三
二
年
）

１
９
５
６

東
光
学
園	

写
真
記
録

︱

八瀬学園・
大阪水上隣保館

ほか

精
神
薄
弱
児
施
設	

京
都
府
立
八
瀬
学
園	

要
覧

︱

昭
和
廿
八
年
十
月	

保
護
教
育
概
況
書

１
９
５
３

学
習
指
導
案

１
９
５
５

８

昭
和
三
十
年
十
月	

保
護
指
導
要
覧

１
９
５
５

『
こ
ど
も
』
創
刊
号
（
京
都
師
範
児
童
研
究
後
援
会
）

１
９
５
３

収
容
保
護
事
業
十
年
の
歩
み
（
大
阪
市
立
梅
田
厚
生
館
）

１
９
５
５

美
し
き
幻
を
見
な
が
ら	

五
〇
年
の
歩
み
（
水
上
隣
保
館
）

１
９
８
１

収
録
内
容
一
覧

内
容
見
本

※  

個
人
情
報
に
関
す
る
記
述
、運
営
内
容
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、

伏
字
な
い
し
部
分
収
録
と
し
た
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※ 

収
録
内
容
は
、
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◆東光学園の児童記録のうち、戦後もっ
とも古い薄冊『昭和 27 年 児童保護名
帳』（第１巻収録）の１部。児童の家族
関係や保護経過を記した「保護台帳」、
本籍地への照会、手紙などから構成。
写真は大阪府児童相談所からの「委託
書」と「保護経過」。本児童は戦災者で
父が数年前に病死、工員であった母は
結核を患い転地入院となり、この兄妹
は1948 年から52 年にかけて入所。「ま
とまりのつかぬ事をよく話す」など、児
童の性質や出来事を園長の木川田らが
詳述した貴重な記録の数々。

◆大阪府民生部長による「ララ救援物資食糧等（第 14 回分）配分について」『昭和 23 年
10 月 ララ関係通牒』（第５巻収録）。そのリストは、「全乳」「脱脂粉乳」「チョコレート粉乳」

「砂糖」「乾燥魚肉」「牛肉缶詰」「石けん」「鉛筆」など 16 品目に及ぶ。本簿冊には、大阪
府民生部などが各施設に通達したララ関係文書を多数収録。ララ物資に関して、これほどま
とまった通達類が保存されていることは極めてめずらしい。

◆上は『家庭日誌 昭和 24 年 2 月』（第４巻収録）。おそらく木川田の手
になる冒頭の「手引き」には、「（児童の観察とは）児童が自発的に種々
の場面で行動することを観て、それを察することによって得られる」と
記されている。下、東光学園校内の放送部の手になる『放送日誌 昭和
25 年』（第６巻収録）。本集成には東光学園を舞台とした、ＮＨＫ大阪
放送局で放送されたラジオドラマ「春を待つ孤児達」の台本も収録した。



◆
診
療
車
、屋
外
遊
戯
、気
象
観
測
、ラ
ラ
物
資
を
前
に
し
て
の
写
真
。

　

 

す
べ
て
東
光
学
園
所
蔵
。
本
集
成
に
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
多
く
の

貴
重
な
写
真
を
収
録
予
定
。

推
薦
し
ま
す

　
戦
争
は
社
会
的
弱
者
を
最
大
の
犠
牲
者
に
す
る
。
多
く
の
人
々
の
生
命
が
理

不
尽
に
奪
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
生
き
残
っ
た
場
合
で
も
心
身
が
ひ
ど

く
傷
つ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、大
人
（
保
護
者
）
が
死
亡
し
た
り
、行
方
不
明
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ま
で
の

生
活
空
間
と
人
間
関
係
の
す
べ
て
を
失
い
、
悲
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
大
人
で
さ
え
、
食
糧
と
住
居
を
確
保
し
、
生
き
残
る
の

に
精
一
杯
だ
っ
た
時
代
に
、
保
護
者
を
失
っ
た
、
あ
る
い
は
保
護
者
か
ら
見
捨

て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
生
き
、
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
成
長
を

遂
げ
た
の
か
。
公
文
書
と
し
て
ほ
と
ん
ど
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
な
か
で
、

戦
争
孤
児
た
ち
の
足
跡
を
復
元
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
こ
と
だ
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
苦
難
の
時
代
を
逆
境
の
な
か
で
生

き
た
人
々
の
足
跡
こ
そ
、
き
ち
ん
と
後
世
に
語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
だ
ろ
う
。

　
戦
争
孤
児
た
ち
を
育
ん
で
き
た
児
童
養
護
施
設
に
お
い
て
も
、
史
料
が
系
統

的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
貴
重
な
史
料
・

記
録
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
例
も
少
な
く
な
い
と
聞
く
。
ま
た
個
人
の
努
力
に

よ
っ
て
残
さ
れ
た
史
料
も
、
収
蔵
さ
れ
る
べ
き
場
所
に
恵
ま
れ
る
こ
と
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
史
料
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。

　
だ
が
、
近
年
、
こ
の
資
料
集
成
の
編
著
者
ら
を
中
心
と
す
る
研
究
者
・
教
育

者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
戦
争
孤
児
研
究
は
、
戦
争
（
戦
災
）
史
研
究
、
戦
後
史

研
究
、
社
会
史
研
究
、
子
ど
も
史
研
究
、
人
権
研
究
の
な
か
に
は
っ
き
り
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
注
目
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
分
野
の
調
査
・

研
究
が
進
み
、
そ
の
史
料
の
価
値
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
さ
ら
な
る

未
公
開
史
料
が
日
の
目
を
み
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
た
び
、『
戦
争
孤
児
関
係
資
料
集
成
第
Ⅱ
期	

関
西
編	

東
光
学
園
史
料
ほ

か
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
史
料
発
掘
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
関
西
に
お
い
て
、
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
奇
跡
的
と
も
い
っ
て
よ

い
史
料
群
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
史
料

の
地
域
的
空
白
を
埋
め
た
だ
け
で
な
く
、
関
東
と
の
比
較
研
究
や
関
西
の
特
色

を
明
ら
か
に
す
る
点
で
も
大
き
な
進
展
と
い
え
る
。

　
こ
の
集
成
の
刊
行
が
、
戦
争
孤
児
研
究
の
新
た
な
展
開
や
孤
児
た
ち
の
足
跡

復
元
に
活
用
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
や
ま
だ	

あ
き
ら
・
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）

　
障
害
児
教
育
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
、
そ
の
歴
史
は
戦
争
と
戦
争
孤
児
問
題
に
深
く
む
す
び
つ
い
て

い
る
。
例
え
ば
、一
九
四
六（
昭
和
二
一
）年
、糸
賀
一
雄（
一
九
一
四-

一
九
六
八
）ら
が
創
設
し
た
近
江

学
園
も
、
戦
災
孤
児
・
浮
浪
者
と
知
的
障
害
児
の
保
護
・
教
育
を
行
う
施
設
と
し
て
出
発
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
戦
争
孤
児
、
な
か
で
も
障
害
児
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
こ
れ
ま
で
近
江
学
園
や
八
瀬
学
園

な
ど
を
除
け
ば
、
私
も
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
は
で
き
ず
に
い
た
。
今
回
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
東

光
学
園
の
史
料
に
は
「
出
生
と
同
時
に
失
明
。
原
因
は
胎
内
で
の
栄
養
失
調
」「
生
ま
れ
て
目
が
悪
く
、

最
近
で
は
全
然
見
え
な
い
。
授
業
料
が
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
学
校
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
」、
あ
る

い
は
「
一
三
歳
、
Ｉ
Ｑ
六
四
。
不
就
学
の
た
め
か
検
査
に
慣
れ
て
い
な
い
…
…
」
と
い
っ
た
記
述
が
散

見
さ
れ
、
障
害
児
の
存
在
、
不
就
学
に
よ
る
学
習
困
難
の
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
東

光
学
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、
園
内
に
設
置
さ
れ
た
大
阪
府
堺
市
立
東
百

舌
鳥
小
学
校
の
分
校
「
山
ば
と
学
級
」
で
五
年
間
学
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
分
校
で
の
知
的
障
害

児
（
当
時
の
「
精
神
薄
弱
児
」）
を
対
象
と
し
た
教
育
実
践
と
教
職
員
の
強
い
願
い
が
、
本
校
で
の
特

別
学
級
の
編
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

　
戦
争
孤
児
問
題
の
ベ
ー
ス
に
は
、「
子
ど
も
へ
の
無
関
心
」
が
あ
る
（
浅
井
春
夫
）
と
い
わ
れ
る
。

戦
争
孤
児
の
保
護
は
、
そ
れ
が
「
狩
り
込
み
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
対
策
の
貧
困
さ

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
東
光
学
園
は
大
阪
で
保
護
さ
れ
た
多
く
の
孤
児
を
収
容
し
た
施
設
で
あ
る
が
、

食
糧
不
足
等
の
理
由
か
ら
、
脱
走
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
東
光
学
園
の
職
員
が
綴
る
生
活
の
記
録
か
ら
は
、
入
所
時
の
子
ど
も
の
様
子
や
友
だ
ち
と
の
や
り

取
り
、
父
あ
る
い
は
母
と
の
面
会
時
の
様
子
な
ど
が
、
職
員
の
目
を
通
し
て
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、「
こ
っ
そ
り
盗
み
食
い
」「
人
の
顔
色
を
常
に
う
か
が
う
」「
不
衛
生
」
な
ど
の

否
定
的
な
表
現
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
必
死
で
身
に
つ
け
た
「
技

術
」
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
劣
悪
な
養
育
環
境
が
リ
ア
ル
に
想
像
で
き
る
。

　
そ
れ
で
も
、
月
に
一
回
綴
ら
れ
る
「
保
護
経
過
」
記
録
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
笑
顔
を

取
り
戻
し
て
い
く
姿
に
安
堵
さ
せ
ら
れ
る
。「
入
園
初
期
の
陽
気
さ
が
ひ
そ
み
顔
に
淋
し
さ
が
表
れ
る

様
に
な
る
。
や
や
暗
い
か
げ
が
見
え
る
。
し
か
し
い
ろ
い
ろ
自
己
で
努
力
し
て
い
る
姿
が
見
え
る
」「
落

ち
つ
い
て
き
た
。
小
さ
い
な
り
に
環
境
に
順
応
し
よ
う
と
懸
命
な
努
力
が
よ
く
見
え
る
」「
学
校
が
面

白
く
な
っ
て
き
た
ら
し
く
、
よ
く
帰
宅
後
勉
強
し
て
居
る
の
を
見
か
け
る
。
相
変
わ
ら
ず
小
さ
い
事
を

き
に
か
け
て
よ
く
泣
く
が
す
ね
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
な
っ
た
」（
以
上
、「
昭
和
三
二
年
度	

ケ
ー
ス
記

録	

女
子	

盲
３
」
第
４
巻
収
録
よ
り
）
と
。

　
東
光
学
園
に
残
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
貴
重
な
史
料
か
ら
は
、
政
府
の
貧
困
な
対
策
と
社
会
の
冷
酷
な

視
線
、
子
ど
も
た
ち
と
じ
か
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
そ
の
生
命
や
育
ち
を
守
ろ
う
と
す
る
職
員
た
ち
の

温
か
い
視
線
な
ど
、「
戦
争
孤
児
」
の
多
面
的
な
姿
が
読
み
取
れ
る
。
ほ
か
で
は
え
ら
れ
な
い
証
言
に

満
ち
た
こ
の
復
刻
史
料
を
、
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。

（
お
の
が
わ	

ふ
み
こ
・
北
海
道
教
育
大
学
教
授
）

山
田 

朗
戦
争
犠
牲
者
に
光
を
あ
て
る
貴
重
な
史
料

小
野
川
文
子

深
く
む
す
び
つ
い
た
障
害
児
教
育
と
戦
争
孤
児


